
令和４年度 自己評価・学校関係者評価 報告書 

                                      岐阜県立海津明誠高等学校 学校番号 ３０ 

Ⅰ 自己評価 

１ 学校教育目標 
生徒一人一人を大切にして、自ら学び自ら考える力を育てるとともに、心豊か

な人間性を育成し、心身ともに健康で社会に貢献できる人間を育てる。 

２ スクール・ポリシー  

『 育 て た い 生 徒 像 』 

グラデュエーション・ポリシー（ＧＰ） 

『生徒をどう育てるか』 

カリキュラム・ポリシー（ＣＰ）  

『どんな生徒を待っているか』  

アドミッション・ポリシー（ＡＰ）  

・「自ら挨拶する明誠高生」 

自他の生命と人格を尊重し、

多様な個人と文化を理解するこ

とのできる、思いやりをもって

コミュニケーションを行うこと

のできる生徒 

・「積極的に学ぶ明誠高生」 

様々な社会変化を乗り越え、

豊かな人生を切り拓くために、

自分で目標を設定し、なりたい

自分の姿を思い描きながら、生

涯を通して学び続けることので

きる生徒 

・「ふるさと、海津に貢献する

明誠高生」 

地域に唯一の高校で学んでい

ることを自覚しながら、地球的

規模の視点から、地域の持続可

能性に対する理解を深め、地域

の人々と連携・協働して社会貢

献できる生徒 

・普通科・ビジネス情報科・生活

デザイン科の３つの学科がある

学校の特色を生かしたふるさと

教育の推進 

・探究的な学習過程を重視し、主

体的・対話的な深い学びの機会

を充実 

・ICT活用授業、習熟度別授業や

少人数制授業により基礎学力の

定着を図り、多様な進路希望を

実現 

・商業に関する専門的な知識と技

術を身に付けさせて資格取得を

図り、多様化するビジネス社会

に対応できる能力と態度の育成 

・地域に根差した福祉活動や交流

活動、体験的な学習、資格取得

や各種コンクールへの挑戦を通

した、生活における様々な課題

解決力と職業観・倫理観の育成 

・規則正しい生活を送り、

ルールを守り、誠実な態

度で高校生活を前向きに

送り、自分を成長させよ

うとする意志をもった生

徒 

・学習や学校内外の諸活動

において、自分の可能性

を信じて実践を発展させ

たり、新たにチャレンジ

したりしようとする生徒 

・傾聴する姿勢、自分の考

えを伝える力・様々な見

方や論理的な考え方を身

に付けようとする生徒 

・地域とのつながりを大切

にし、地域の担い手とな

って、よりよい社会を築

いていこうとする思いを

もった生徒 

 

 

３ 評価する領域・分野 ◇生徒指導 

４ 現状、生徒及び保護者等を 

対象とするアンケートの 

結果分析等 

○外部評価アンケート（令和３年度実施のもの）実施方法 
・全生徒および保護者にメールを送付、ＷＥＢで回答。 
・保護者、学校運営協議会委員では167人、生徒は190人が回答。 
・実施方法の変更により、前年度比での評価が低下。 
○アンケートの結果 
【生徒】「本校では、人間としての基本的なモラルやマナーを身に付
けさせようと努めている。」の項目と「本校では、いじめや差別を
許さず、厳しく対応している。」の項目で73.2％の生徒が当てはま
ると回答した。他のアンケート項目と比較して、悪くない評価であ
った。 

【保護者】「学校は、高校生としてのマナーや社会規範を身に付けさ
せるための指導を行っている。」の項目で58.2％、「学校では個々の
生徒の相談に丁寧に対応している。」の項目で57.8％が当てはまると
の回答であった。「学校は、いじめや差別を許さず、厳しく対応して
いる。」の項目で49.4％と低い数字となった。 
・モラルやマナー、社会規範を身につけさせる指導についてはさらな
る向上を目指して指導に力を入れていきたい。 

・いじめ防止等の取り組みが生徒にはある程度評価されているが、保
護者にはそれほど評価されていないため、保護者へのより丁寧な説
明と対応が必要であると考える。 

５ 今年度の具体的かつ明確な 
 重点目標 

◇交通事故・問題行動等の発生時には、危機管理意識を高く持ち、迅
速な対応に努める。 

◇自他の生命の安全と人格を尊重する指導に努める。 

◇規範意識の醸成と道徳的実践力の育成に努める｡(端正な身だしなみ
、遅刻防止、非行防止、交通ルールの遵守、情報モラルの向上、人
間関係の形成とコミュニケーション能力の育成、積極的な社会参加) 

◇担任・学年主任・生徒指導主事・教育相談担当など職員相互の連携
を強化し、日常的な教育相談活動を通して、いじめや不登校の早期



発見・早期指導に努める。 

◇保護者との意志疎通を図り理解と協力が得られるよう努める。また
生徒の指導については説明責任が果たせるように努める。 

６ 重点目標を達成するための 
 校内における組織体制 

・生徒指導委員会、人権教育委員会、特別支援教育推進委員会、 
いじめ防止等対策検討会議 

７ 目標の達成に必要な具体的な取組 ８ 達成度の判断・判定基準あるいは指標 

（１）生命の尊重、不審者犯罪被害防止指導（命
を大切にする指導、ＳＯＳの出し方教育、職
員研修、海津警察署長講話） 

（２）規範意識の醸成と道徳的実践力の育成（各
教科指導や活動、総合的な探求の時間を含め
た学校教育全体を通した身だしなみ指導や挨
拶、礼儀や生活規律・授業規律の確立、ひび
きあいの日、遅刻防止強化月間等） 

（３）教育相談活動の充実と早期の相談指導対応
（教員間の情報共有やスクールカウンセラー
や家庭、関係諸機関との連携） 

（４）交通事故防止と地域社会への貢献（ＭＳリ
ーダーズによる早朝交通安全運動や関係諸機
関との連携） 

（１）年２回の自己評価、生徒及び保護者等を対象
とするアンケートの実施 

 
（２）遅刻数の減少(数値目標の設定と検証) 
 
 
 
（３）不登校生徒・進路変更生徒数の減少 
 
 
（４）交通事故発生件数の減少 

９ 取組状況・実践内容等 10 評価視点  11  評 価 
・全校生徒を対象に命を大切にする指導、ＳＯＳ
の出し方教育講話、相談窓口の呼びかけ、海津
警察署長講話を実施した。 

・ひびきあいの日ＤＶＤ鑑賞、毎月10日に情報モ
ラルデー、月初に遅刻０週間を実施した。 

・月に２回のペースで、生徒及び保護者を対象に
スクールカウンセラーによるカウンセリングを
実施した。また、スクール相談員の活用による
教育相談体制の確立を行った。 

・ＭＳリーダーズが学校内外において、規範意識
や交通マナーの向上を目的とした交通安全運動
等の活動を実施した。 

①講話、講演等を通して、自他
の生命や安全を守る意識が醸
成されたか。 

②規範意識の醸成を図ることが
できたか。 

③問題や悩みを理解し、生徒に
寄り添った、解決への指導助
言を行うことができたか。 

④ＭＳリーダーズや生徒会活動
などを通して生徒の道徳的実践
力を向上させたか。 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 
 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

12 
成
果
・ 
課
題 

〇海津警察署長講話やＳＯＳの出し方教育講話を行い、身近にある犯罪について
考え、また生徒にとって自他の生命を大切にするための貴重な学びができた。 

○いじめ認知件数16件（12月７日現在）は昨年度の半数以下で、いじめ撲滅に近
づいてきている。いじめを許さない態度と取り組みを一層強化してく。 

▲遅刻者数762名（11月30日現在）、欠課の多い生徒や怠学傾向の生徒がおり、
今後も教育相談的アプローチで、生徒に寄り添って指導していく。 

 

 総 合 評 価 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 

13 来年度に向けての改善方策案 
・遅刻数は昨年度と比べ、約40％減少したが目標は達成していない。しかし遅刻０週間の成果が多少あ
ったと考えられるので、より啓発に力を入れて来年度も取り組んでいきたい。 

・いじめ撲滅に向けて、積極的に生徒と関わり、いじめを見逃さない、許さない態度と取り組みを一層
強化してく。 

・来年度も、自他の生命の尊重や人権尊重の姿勢を示し、全校集会での一斉指導、生徒会からの啓発活
動、ＨＲ等で、情報モラルに関する指導とともに継続していく。 

 

Ⅱ 学校関係者評価        実施年月日：令和５年１月１８日 

【意見・要望・評価等】 
・無事に卒業できるように生徒の指導をしている。年度途中で進路変更するにしても、生徒と保護者が共
に納得できるように相談にのりながら指導してほしい。 

・３年生において年度の後半に遅刻が増えるのは、進路決定後の気の緩みからではないかと思われる。そ
れを踏まえた指導ができるとよい。 

・制服の自由化について、生徒、保護者、地域の住民、職員等の考えを聴取しながら議論を深め、他校の
状況も見極めつつ進めていくとよい。 

 


